
 

     「大湫町夏祭り」８/３（土） 

      盛り上がったねぇ・・・！ 

    “学生ボランティアのみんな、ありがとう” 
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第 398 号 

マイナスイオンたっぷり本陣山「氷餅(池)」 



「寺子屋」で勉強・行灯づくり 

7月 23・24・25・30日・8月 1日の 5日間、「寺子屋」がおこなわれました。

これは夏休み中の小・中学生を対象とした公民館事業。 

梅雨あけとともに「梅雨寒」が一転。一挙に各地で猛暑日。23日こそクーラ

ーなしの涼風だけで凌げましたが、24日以降は涼しい大湫でも汗が噴き出るよ

うな夏の到来となりました。 

今年も公民館を会場にして前半の 3 日間は「勉強」、そして後半の 2 日間は

「あんどんづくり」。 

25日は釜戸小学校の補習（？）もあり、参

加が少なくなりましたが、子どもの延べ参加

者数は 32名（「あんどんづくり」を含む）。小

学 1 年生から中学 1 年生まで参加者は多様で

した。 

「寺子屋」は狭義の学習だけでない「広い

学びの場を提供する場」との考えでおこなわれています。学校と違い授業をす

る訳ではありません。質問にアドバイス、あるいは机間巡視で間違いを見つけ

たときに指摘する形式。 

みんな宿題や課題を持参して集まります。それ

ぞれが自分のペースで始める自学自習のスタイ

ル。丸つけも自分でします。夏休みの課題には解

答も添付されており、自分で〇を付けることにな

っています。 

午前中 2 時間の勉強。でも、これだけの間を

集中するのはなかなか難しい。 

「終わったー。やることない」 

「ほかに宿題残っていない？」「今日、持ってこなかったー」 

「じゃー、このプリントの問題をやったら」「・・・」 

こんなやり取りも生まれます。 

激励やサポートもありました。釜戸小学校の先生が初日に来館し激励。樋

田市議が教える側のスタッフの一人として参加。 



夏祭りを飾った光のアート、「行灯」 

“あんどん”づくりは、竹細工の三浦さん・

三戸さん（神田

在住）が講師。

事前準備もし

っかりしてい

ただいていま

す。 

「丸森」施設長や職員、子ども会のお母

さんも参加。こちらも大勢の皆さんから応援

をいただきました。 

フランス（パリ）から来日し、中山道を

歩いておられたご夫婦、この日たまたま大湫

宿を通過。 “あんどん”の描画に飛び入り

参加となりました。思わぬ「日仏合作？

あんどん」ができることに。 

“あんどん”は 8月 3日の「大湫町夏

祭り」を飾り、辺りが暗くなると“あん

どん”に灯がともり、幻想的で光のアー

トとなりました。夏祭りに訪れた皆さん

から「きれ

い」「すごい

ねー」「誰がつくったの」「これってアニメだよね」

「本格的だね」などと。 

この「広報」が届くころは、もう 2学期。たく

さんの夏休みの経験を2学期からの学校生活に生

かしてくれることと思います。 

 

 

 

 

 

青色回転灯防犯パトロール   

９月のパトロール予定者 

9/上旬：大竹顕久,棚橋雅美 

9/下旬：松浦大哲,木村伸哉 
 

デマンド交通 

利用者（大湫～日吉東部） 

7月：49便 延べ 77名 



大湫町夏祭り ８/３（土） 

 「瑞浪七夕祭り」の関係で今年は第１土曜日に開催。さす 

がに大湫町でも暑い日となった午後２時、関係者の皆さんが 

汗をかきながらも準備。今年は瑞浪北中学生を中心に高校生 

(1 名)・中学生(17 名)・小学生(２名)のボランティアが参加してくれまし

た。ゲーム・司会・出店そして夏祭りの呼び込

みまでお手伝い。町民の中には、若い子の声に

家の外まで出て手を振ったり。町内がとても活

気づきました。 

  夏祭り最中に、 

“ゴロゴロ”。 

心配しましたが、 

祭りの熱気に負けたのか直ぐに退散。踊っ 

て、ひろって(餅)、見て(花火)、楽しい夏 

祭りとなりました。特に今年は町外から 

も中学生ボランティアの参加が、そして 

地元中学生全員が参加してくれた事が一 

番うれしかったです。 

ここで、参加してくれたボランティア 

の皆さんの感想をご紹介します。 

 
初めての参加者 

〇地域の皆さんの距離が近く、とても面白かったです。機会があればまた 

来年も行きたいと思います。差し入れとしてたくさんのお茶や食事をあ

りがとうございました。 

〇ボランティアに参加させていただきありがとうございました。夏祭りは 

にぎやかでとても楽しかったです。抽選会での商品もごうかでよかった

です。ボランティアでは鮎の塩焼きのコーナーでお世話になりました。

おじさん方がていねいに説明してくださりとてもうれしかったです。来

年も参加したいと思っているのでよろしくお願いします。 

〇同じ係をして下さった方がとても親切でうれしかったです。最初は心配 

が大きかったけど、仕事をしていくにつれて、たくさんのふれあいがあ



りとても楽しい時間を過ごすことができました。来年もボランティアに

参加したいと思います。 

○最初はどう動けばいいのか分からなくて不安だったけど、楽しく活動を 

することができました。鮎の塩焼きおいしかったです。ありがとうござ 

いました。来年も参加したいです。 

○ボランティアで参加させて頂きましたが、まとまりのある地区だと感じ 

ました。催し物の花火、盆踊り等町一丸となった夏祭りを楽しくすごさ 

せていただき、ありがとうございました。 

〇私は中学生になって初めて大湫のボランテ 

ィアをして、ボランティアの大変さと感謝 

される事の喜びを知りました。 

私の担当場所は千本引きでした。小さい子 

供達がたくさん来てくれてお金を受け取っ 

たり景品をわたしたりいろいろする事があ 

って想像より大変でした。でも千本引きの 

お店に来てくれた子供が景品を取れて喜ん 

でいる姿を見ると私も何だかうれしい気分 

になりました。大湫の祭りの最後に大人の 

人が「ボランティアをしてくれてありがと 

う」と言ってくださりつかれもふっとんだ 

気がしました。そこであらためて大湫には優しい思いやりのある人がた 

くさんいるんだなと感じました。今年の祭りは去年と比べてすごく良い 

祭りになったと思っています。 

〇私はボランティアで「まとあて」らをおてつだいして楽しかったです。 

みんなにやさしくやり方など教えれました。またやりたいです。(小５) 

 

参加経験者 

○毎年、鮎を買う客でしたが、今年は鮎を焼くボランティアとして協力し 

 ました。鮎を焼くのは以外と大変でした。その後、自分で焼いた鮎を食 

べたら今までよりも美味しかったです。来年も参加して、鮎を焼き少し 

でも大湫に貢けんできるように頑張りたいです。 

〇地域の方と交流ができて楽しかった。先輩・後輩のみんなともボランテ 



リ・アップ“ひよも”だより 

 9 月のお茶のみ会のおさそい 

日 時：9 月 4 日（水曜日） 

9：30～11：00 頃まで 

場 所：ふれあいセンター     

参加費： ５０円 

お待ちしています 

大湫町コミュ二ティ推進協議会 

 

ィアを通して仲良くなれるので、これからも積極的に参加したいと思い 

ました。 

以上 

“みんな、ありがとう。来年もよろしく” 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  多くの方々に参加していだき無事 

に終了することができました。 

ありがとうございました。 

そして、スタッスの皆さん、暑い 

中での準備から片付けまでお疲れ

様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・釜戸女声コーラス 

・中仙道ゴルフ倶楽部 

・カタノ・ピッグファーム 

・東濃ブロイラー 

“ご寄附をいただきました。ご協

力、ありがとうございました” 
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「公民館ロビーギャラリー」 

 9月より、釜戸小学校１年生「うみのなかま」の展示に変わりまし 

た。かわいい絵を見に来てください。 



工作教室 モビールをつくろう 

今年の夏休み「工作教室」（8 月 10 日）

は、ゆらゆらと見た目に涼しいモビール

作りです。 

講師は桐井架奈さん、保育園の先生だ

けあり、子供の好きそうなかわいい見本

を作って来てくださいました。車やヒコ

ーキ、ウサギ、ハート、ロボット等、鮮 

やかに吊り下がりきれいです。 

当初は講堂で行う予定でしたが、申込みが 13 名だったので、連日の猛暑

を考慮し、クーラーのある第 2 会議室に場所を変更しました。 

当日、なんと申込者の 2 倍を上回る人達が来て、会議室はギュギュー。

なんとか材料もあり対応ができ、始まりました。講師の桐井架奈さんが、

型紙を切って用意してくださっており、3 時間余りみんな休憩をとるのも

忘れて一生懸命です。このくらい勉強も楽しく熱心にできたらいいのにと、

思ってしまいます。 

出来た作品は、みんなそれぞれ個性的で、   

楽しいものになりました。 

小学 4 年生の子が、「作るのは想像以上

に大変だったけど、想像以上にいいものが

できた」と、喜んでいました。2 才の子の

お母さんは、「私のほうが夢中になってし 

まった」と。みんなそれぞれの作品ができ、満足そうな顔を見て安心しま

した。 

最後に、「集まろう会」 

からのスイカをご馳走に 

なりました。記念撮影も 

し、無事終了。ありがと 

うございました。 

 

向井保子 
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＊大湫宿お休み処 

9 月の営業は 1日(日)・8 日(日)・15日(日)・22 日(日)・23日(祝)・29 日(日)です。 

皆様のお越しをお待ちしておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

☆当日(急ぎ)の予約は丸森へお願いします。℡：0572-63-2455 
        

＊おしゃべりサロン「こぶし」（100 円コーヒー） 

9月営業日 第 2・第 4土曜日 

  営業時間 AM9：00～AM11：00  

       営業場所 ふれあいセンター   

 



2019 年度 第 1 回「公民館・丸森運営委員会議」報告 

公民館と「丸森」運営委員会が８月 20 日、公民館研修室にておこなわれた。

委員会には 16 名の運営委員が参加し、2019 年度の事業中間報告と後半の計画

が、公民館館長と丸森施設長から報告。 

大湫町コミュ二ティ推進協議会（以下、コミ）会長の小栗司氏からは、「公

民館・丸森が市の指定管理に移行されることを受け、コミが管理者となり、丸

3 年を迎えようとしているが、この間両施設ともその役割を果たすべく関係職

員の研鑽と努力により所期の目的が達成されている」との冒頭あいさつ。 

１）公民館報告要旨 

「管理運営の基本方針は公民館法に則り、町民に寄与する教育、学術及び文

化に寄与する各種事業」をおこなうことを定め、すでに実施された 8 月までと

今後の事業計画について館長から説明。概要は次の通り。 

5 月におこなわれた「田植え体験」は、町外から多数の参加があり盛況であ

った。 

「シルバー食堂」（5月）は、公民館に集っていただくことや孤食の高齢者へ

の対応と高齢者の栄養を考えた企画であり、「市食生活改善推進協議会」の大き

な支援を受けておこなわれ、好評を得た。 

各講座の講師は「ふるさと先生」として大湫町民が携わり、隠れた能力の提

供をいただいていると報告。今後、「稲刈り体験」や初企画である「ナメコを育

ててみよう」「防災講座」が予定されており、これらへの協力が依頼された。 

運営委員から「前年度の『大人の社会見学』が新たな知見を得ることができ

有意義でかつ楽しめたが、今年度の企画にも期待をしたい」との発言があった。 

２）「丸森」報告要旨 

中山道大湫宿の観光案内及び立ち寄り所として認知が高まってきていると

ともに、従来の一通過点から「ゆっくりする」場所として捉えられ始めている。 

地元の学校（武並小学校・中京高校など）からの利用が定着。 

「クラブツーリズム」・「旅人企画」・「朝日ツアー」など旅行社からの協力要

請もあり、「ジャパンウォーク」（外国人向けツアー）からも定期的な利用オフ

ァーを受けるようになってきている。 

マスコミからの取材もあり、直近では「U字工事」（漫才コンビ）によるNHK

企画の取材があり、9 月に放映予定。 



一方、課題も少なくなく、「地元へのメリット」をどのように引き出すか、

その方法が見えないことや、外来者の増加に伴う「路上駐車」や「観光マナー」

も目に付くようになってきている。 

交通の便が悪くアクセスに苦労される方も多く、観光利用における「いこ

Car」運用を検討する必要を感じている。 

観光案内事業としてガイドの依頼を「クラブツーリズム」・「赤坂中学（大垣）」

などから受けている。「秋祭り」や「大しめ縄作り」などの行事にも積極的にガ

イドをおこなう。 

３）収支報告とその他の団体からの報告 

公民館の支出状況（7 月末現在）は、予算額に対して運営費37.6％、管理費

13.5％、人件費 22.9％。また、丸森の同期の支出状況は、運営費 17.9％、管理

費 41.1％、人件費 25.5％であった。 

丸森の入館者数は、累計で 3407 人（今年度）。6，7 月は、気候条件が悪く

来館者は少ないが，9 月以降に多くの来館が予想される。 

公民館ロビーの活用を今後も継続して実施する。写真をはじめ手作り作品な

ど町内外の方の写真や絵画・収集品などの作品を展示していく。 

長寿会・まちづくり団体（集まろう会・山びこどん・リアップ「ひよも」）

と自主グループ（おしゃべりサロン「こぶし」）の代表からも状況報告。 

およそ1時間半に及ぶ会議の終わりに運営委員長からそれぞれの責任者と関

係者へ、ねぎらう言葉があり散会した。 
 

“おめでとうございます！”（市福祉大会より） 

◎米寿対象者：桐井八重子さん 三輪里子さん 

◎高砂対象者：桐井 徹・勝子ご夫妻   大竹 晃・靖子ご夫妻 

        伊藤勝佑・美津子ご夫妻  赤岩 紀・かつ子ご夫妻 

 

 オススメ！大湫分室の本 

『天皇と皇室の秘密がわかる本』 

Ｇakken:刊 

 新天皇が即位して、新しい時代を迎

えた日本。天皇と皇室の成り立ちの歴

史をエピソードや写真で紹介。令和の

はじめに読んでみたい一冊です。 
 

 

ご招待券あります（各2名様） 

○特別展観 

『木曽海道六拾九次之内』 

期限：9月23日まで 

場所：中山道広重美術館 
 



 

                         ８月２５日まで 

 

 

訪問者 
 

 

 

 

 
 

 ・NHKBSプレミアムの取材（3回）・・タレントの U字工事さん・・・放送は 9月下旬 

 ・8月の中山道歩き旅は、高温注意情報発令や台風関係もあって少ない。 

 

（個人・グループ等） 

 ・夏期休暇の利用や大黒屋さんの宿泊が取りやすいことから、この暑い時期に歩かれ 

  る方も目立った。 

 ・小学生の旅（6年生親子）にも出会った。 

 ・これまで、外国の方の 8月歩きは無かったが、ことしは 3件もあった。 

 

９月の丸森・大湫宿 
 

秋季奉仕作業 ９/８（日） 町内全域のため、都合の付く職員で対応 

大注連縄作り ９/１５（日） 貴重な行事でもあり、見学希望者も募る 

参加者があれば、丸森で対応する 

ぎふ 17宿歩き旅 ９/２２（日） 大湫から大井宿へのスタート 

受付は丸森で対応（当日は敬老会） 
 

１０月の丸森・大湫宿 
 

秋祭り １０/６（日） 祭り関係者以外の職員で対応 

観光案内を募集する 

１０/２６（土） 

１０/２７（日） 

ぎふ 17宿歩き旅に記載（別紙） 

観光案内を募集する 

観光ボランティアガイドへ依頼 
 

１１月の丸森・大湫宿 
 

和宮を偲んで １１月中 

 
ぎふ 17宿歩き旅に記載（別紙） 

観光案内を募集する 

観光ボランティアガイドへ依頼 

衣装を着てインスタ映え（侍女・武士・若者） 

 

町 外  町 内 
合 計 

その内 

(外国関係) 大人 幼小中高 大人 幼小中高 

２２４ ４７ ９３ ２５ ３８９ ６ 

R1,4月～ ３,７９６人 
オープンから ２４,７７８人 

８月の丸森だより 

（団体等） 
 



中山道ぎふ 17宿歩き旅 
 

キャッチ

フレーズ 
大湫宿をまるごと知り尽くす！ 
 

 

タイトル 田舎につくる手集合プロジェクト 

「オオクテ・ツクルテ」 

紹介文 恒例の若手陶芸家のイベント「オオクテ・ツクル

テ」に参加して、素敵な作品を見つけください。 

グルメあり、軽音楽あり、ガイド付き散策コース 

（宿内・琵琶峠・本陣山登山）も用意しています。 

開 催 

日 時 

10月 26日（土）・10月 27日（日） 

 

10:00～14：00 

参加費 

定 員 

１，５００円（グルメ・お土産付き） 1０名程度 

特 典 

内 容 
コースを選択して楽しむ 

＊自由行動 

＊宿内めぐり（50分コース） 

＊琵琶峠コース（90分コース） 

＊登山道コース（90分コース） 

＊ガイドの説明付き 

＊観音堂・山車・神輿が拝観で

きる 

＊昼食付 

  
 

 

キャッチ

フレーズ 
令和から江戸の大湫宿へタイムスリップ  

 

 

 

 

 

 

 

タイトル 和宮を偲び、内掛け・侍女・武士の衣装で変身！ 

紹介文 江戸時代の町屋形式をそのまま残す大湫宿からそ

の魅力をインスタ映えしてみませんか。衣装の着付

け・記念撮影は丸森邸の職員がお世話します。 

お昼は名物のわらじ五平を準備してお待ちしておりま

す。 

開 催 

日 時 

11月 3日（日） 

11月 10日（日） 

11月 24日（日） 

10:00～13：00 

参加費 

定 員 

１，０００円（五平・お土産付き） ＊内掛け（3名ほど） 

＊侍女（3名ほど） 

＊武士（3名ほど） 

特 典 

内 容 

＊衣装を着て、町並みで記念写真 

＊お手紙サービス 

＊侍女・武士は宿内へも 

＊内掛けは丸森内で 

＊昼食付 

昨年の様子 



血液型で性格がわかるの？―大人の生物学 

「私の血液型は O 型」「僕は A 型だから相性がいいんだって」 

こんな話題で，盛り上がることってありますよね。 

“A 型は真面目、B 型は気分屋、O 型はおおらか、AB 型はマイペース”。

血液型は性格と関係があるのでしょうか。単純に考えても、A・B・O・AB

の４つのパターンに性格を当てはめるのは、どだい無理なこと。それでもつ

いつい「A 型だから几帳面なんだヨ」、「ホントかな」と思っても「そんな一

面もあるから」と妙に納得。 

日本人の ABO 式血液型は、A：B：O：AB＝4：2：3：1 の割合（日本

赤十字血液センター）。2004 年以降、テレビ番組や本・雑誌で血液型と性格

の関係性が取り上げられ、ブームとなり、今でも根強く支持されているよう

です。藤田は『血液型の科学』（祥伝社新書 藤田紘一郎著 2010）で、「血

液型により病気にかかりにくさ（免疫力）

が異なり、それが性格と関係する」と。 

大規模な調査で血液型と性格の関連

性が無関係であることが発表＊されてい

ます。人間の意志、意図が入らないよう

に注意して選ばれた１万人を調査・分析 

し「血液型と性格は無関連」だとの報告です。 

現時点では、血液型と性格の関連性がないことが科学的な定説となって

います。 

血液型を話題にし、会話が弾むことは楽しい。だが、血液型で自分や相

手の性格を決めつけるようなことになれば、看過できない愚かしさと言えま

す。血液型の分布は国＊によってもかなり異なります。血液型には、Rh 式・

MNSs 式・P 式などもあり、ABO 式だけを性格と結びつけるのは根拠が乏

しいのではないでしょうか。 

 

＊「血液型と性格の無関連性―日本と米国の大規模社会調査を用いた実証的論拠―」

『心理学研究』2014 縄田健悟 京都文教大学 

＊ 米国 A=42 B=10 O=44 AB=4  インド A=22 B=33 O=37 AB=7 

文責 長谷川 明 

川崎検診クリニックウエブサイトより 



農
業
を 

 
 
 
 
 

ど
う
す
る
、
ど
う
な
る 

 

自
動
車
は
な
く
て
も
生
き
ら
れ
る
が
、
食
料

が
な
く
て
は
暮
ら
せ
な
い
。
近
年
、
世
界
各
国

で
は
水
不
足
と
農
地
の
減
少
に
よ
り
、
農
業
大

国
で
も
農
産
物
の
不
作
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

地
球
上
の
人
口
は
、
年
に
一
億
人
ず
つ
増
加

し
て
お
り
、
今
世
紀
末
に
は
百
億
人
を
超
え
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
、
我
が
国
の

食
料
自
給
率
は
四
十
％
を
切
っ
て
い
る
。
足
り

な
い
分
は
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。

工
業
製
品
を
生
産
し
、
国
民
は
生
活
が
苦
し
い

と
言
い
な
が
ら
飽
食
し
て
い
る
。 

戦
後
七
十
四
年
間
、
戦
争
を
放
棄
し
て
平
和

に
徹
し
て
来
た
お
陰
で
あ
る
。
そ
の
戦
争
を
体

験
し
た
人
達
は
高
齢
化
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を

知
る
人
は
少
な
く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

子
や
孫
に
戦
争
の
残
酷
さ
を
話
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
が
、
豊
か
な
生
活
に
ど
っ
ぷ
り
漬
か

っ
た
現
代
の
子
供
達
に
は
判
ら
な
い
。
日
本
人

の
戦
没
者
は
三
百
万
人
を
超
え
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
食
料
不
足
で
餓
死
し
た
人
が
多
く
、

「
食
べ
る
物
が
何
も
な
か
っ
た
」
と
、
悲
惨
な

話
を
さ
れ
る
。 

戦
争
の
話
と
は
別
に
し
て
、
地
球
規
模
の
温

暖
化
現
象
で
、
農
作
物
の
不
作
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
農
業
大
国
が
不
作
に
な
れ
ば
、
た
ち
ま

ち
地
球
上
の
食
料
は
枯
渇
し
て
し
ま
う
。
食
料

が
戦
略
物
資
に
使
わ
れ
る
心
配
も
あ
る
。 

農
産
物
の
貿
易
自
由
化
問
題
が
話
し
合
わ
れ

て
い
る
が
、
消
費
者
は
少
々
高
く
て
も
安
全
で

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
食
品
を
望
ん
で
い
る
。

世
界
の
平
和
の
た
め
に
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る

事
で
あ
る
。 

食
料
供
給
と
共
に
、
農
業
大
国
に
は
モ
ラ
ル

あ
る
生
産
を
望
み
た
い
。
安
全
な
農
産
物
や
畜

産
物
の
需
要
に
見
合
っ
た
生
産
を
望
む
も
の
で

あ
る
が
、
食
料
生
産
は
儲
か
ら
な
い
と
言
う
。

遺
伝
子
組
み
換
え
小
麦
を
作
っ
た
り
、
広
大
な

農
地
で
栽
培
す
る
小
麦
や
大
豆
に
、
大
量
の
除

草
剤
を
散
布
し
た
り
す
る
農
業
が
行
わ
れ
て
い

る
。
畜
産
物
に
し
て
も
、
肥
育
促
進
剤
を
使
う

な
ど
、
肉
や
卵
を
少
し
で
も
安
く
販
売
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
国
産
の
畜
産
物
や
農
産
物
で
は
、

安
価
な
ア
メ
リ
カ
産
に
太
刀
打
ち
出
来
な
い
。

そ
し
て
農
薬
を
大
量
に
散
布
し
た
大
豆
は
殆
ど

油
を
し
ぼ
り
、
滓
は
飼
料
と
し
て
売
ら
れ
て
い

る
。
カ
ナ
ダ
の
小
麦
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
大
豆
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
小
麦
も
、
除
草
剤
を
散
布
し

て
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
米
が
安
く
日
本
に
輸
出
さ
れ
れ
ば
、
日

本
の
米
作
り
は
採
算
が
合
わ
な
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。 

そ
の
米
国
で
「
小
農
方
式
」
が
見
直
さ
れ
て

い
る
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
ア
メ
リ
カ
在
住
の
孫
が
、
昨
年
日
本
各
地

で
小
規
模
の
農
家
を
訪
れ
勉
強
し
て
帰
っ
た
。

今
年
は
、
政
府
の
小
農
の
支
援
員
と
し
て
ハ
ワ

イ
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
の
「
自
然

農
法
」
に
も
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
話
し
合
う

こ
と
が
出
来
る
の
を
楽
し 

み
に
し
て
い
る
。 

文
責 

天
野
長
三
郎 



                    

                    

                    
 



区
長
日
記 

 
 

各
地
区
の
夏
祭
り
も
順
次
開
催
さ
れ
、
子
供
た
ち
の
夏
休
み
も
駆

け
足
で
過
ぎ
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。
台
風
十
号
の
襲
来
を
挟
ん
で
、

不
安
定
な
天
候
が
続
き
、
落
ち
着
か
な
い
帰
省
の
夏
と
な
り
、
各
夏

祭
り
の
会
場
も
少
し
人
出
が
少
な
か
っ
た
様
に
も
見
受
け
ま
し
た
。 

 

「
帰
省
」
と
は
、
故
郷
へ
帰
っ
て
親
の
安
否
を
よ
く
確
か
め
て
み

る
こ
と
だ
そ
う
で
す
が
、
確
か
め
た
結
果
に
よ
っ
て
は
、
ど
う
支
え

て
行
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
都
会
で
暮
ら
す
ご
子
息
に
も
物
心
両
面
で

の
サ
ポ
ー
ト
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
親
は
子
供
に

心
配
を
掛
け
た
く
な
い
一
心
で
気
丈
に
ふ
る
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
老
い
て
心
身
が
衰
え
て
い
く
こ
と
は
自
然
の
摂
理
、
子
に
負

担
を
掛
け
る
こ
と
も
、
世
代
を
受
け
継
ぐ
際
の
人
間
教
育
の
一
環
で

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

野
田
の
稲
穂
も
頭
を
垂
れ
、
初
秋
の
風
に
揺
れ
て
い
ま
す
。
大
嘗

祭
献
穀
米
生
産
田
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
も
、
み
ん
な
の
農
園
の
コ
コ
ノ
エ

モ
チ
も
、
自
然
の
力
を
味
方
に
付
け
て
、
私
た
ち
に
幸
多
き
収
穫
の

秋
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

収
穫
祭
に
は
鎌
を
片
手
に
、
皆
で
い
い
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
！ 

 
 
 
 
 
 
 

区
長
会
長 

足
立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

8
月
2
日 

定
例
区
長
会
・
幹
事
会 

 
 

3
日 

大
湫
町
夏
祭
り 

 
 

4
日 

「
私
の
好
き
な
大
湫
」
写
生
大
会 

 

7
日 

「
ひ
よ
も
」
防
災
食
体
験 

10
日 

夏
休
み
工
作
教
室 

12
日 

「
志
多
ら
太
鼓
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

15
日 

戦
没
者
慰
霊
祭 

17
日 

大
湫
町
景
観
協
議
会
・
神
田
区
夏
祭
り 

18
日 

炭
焼
き
小
屋
整
備
事
業 

20
日 

公
民
館
運
営
委
員
会 

23
日 

市
長
と
語
る
会 

24
日 

足
又
区
夏
祭
り 

25
日 

消
防
団
市
長
特
別
点
検 

26
日 

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
整
備
作
業 
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八 七 六 四 二 一 日

日 土 金 月 日 土 月 日 土 金 水 日 土 金 水 月 日 曜

　
　
行
　
　
　
事

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
／
広
報
委
員
会

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
／
か
し
わ
や
営
業

釜
戸
小
学
校
運
動
会

山
び
こ
ど
ん

(

布
ぞ
う
り
づ
く
り

)

＊
秋
分
の
日
／
み
ん
な
の
農
園
稲
刈
り

大
湫
町
敬
老
会

瑞
浪
北
中
学
校
体
育
大
会

景
観
住
民
会
議
／
集
ま
ろ
う
会
太
鼓
練
習

長
寿
会

(

奉
仕
作
業

)

＊
敬
老
の
日

大
杉
大
し
め
縄
づ
く
り

（
雨
天
一
六
日

）

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
／
か
し
わ
や
営
業

集
ま
ろ
う
会
太
鼓
練
習

竜
吟
幼
児
園
祖
父
母
参
観
日

オ
オ
ク
テ
・
ツ
ク
ル
テ
実
行
委
員
会

秋
季
奉
仕
作
業

市
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
福
祉
大
会

集
ま
ろ
う
会
太
鼓
練
習

定
例
区
長
・
幹
事
会

リ
・
ア

ッ
プ

「
ひ
よ
も

」

財
産
区
全
員
会
議

市
総
合
防
災
訓
練

予
　
　
　
定

令
和
元
年
九
月
行
事
予
定

今月の資源ごみ：9/18(水)不燃ごみ：9/5(木 )

 

                   

 

編
集
後
記 

 

皆
様
、
夏
休
み
は
い
か
が
で
し 

た
か
？
年
々
暑
さ
が
増
す
よ
う
な
・
・
。 

で
も
、
気
が
付
く
と
日
が
昇
る
の
も
日
が 

暮
れ
る
の
も
な
ん
だ
か
早
ま
っ
て
き
た
よ 

う
な
。 

 

こ
れ
か
ら
は
夏
バ
テ
な
ら
ぬ
、
秋
バ
テ
対
策 

が
必
要
で
す
よ
ね
。
季
節
や
環
境
の
変
わ
り
目
は
、 

乗
り
越
え
る
の
が
大
変
。 

 

早
寝
早
起
き
・
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て
乗 

り
き
り
ま
し
ょ
う
。・
・
・
ｙ 

 

編 集 発 行：大湫町コミュ二ティ推進協議会 広報委員会 

令和元年９月 1 日   瑞浪市大湫町 422-1  ℡0572(63)2360 

http://okute-shuku.jp/ 

 

９
月
は
「
体
育
大

会
」
や
「
運
動
会
」

が
待
っ
て
る
よ 

「
大
湫
町
敬
老
会
」
を

私
わ
し
ん

ら

ぁ
楽
し
み
に
し
と
る
で
よ
ぉ 

頼
む
に
ぃ
～ 

敬
老 

表紙：写真 

棚橋哲夫氏 


